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成年男子V2達成！ 少年女子初優勝！
福井しあわせ元気国体ホッケー競技

〜 大願成就　チームふくい総合優勝　天皇杯・皇后杯を獲得 〜



S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
特  集

　
10
月
4
日
〜
8
日
、
町
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
・
県
立
ホ
ッ

ケ
ー
場
で
「
第
73
回
国
民
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

会
」が
行
わ
れ
、福
井
成
年
男
子
が
優
勝
を
勝
ち
取
り
、

大
会
連
覇
（
2
年
連
続
2
回
目
）
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
年
女
子
は
今
夏
の
全
国
高
校
総
体
の
覇

者
富
山
県
に
み
ご
と
完
勝
し
、
国
体
で
の
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　

少
年
男
子
は
3
位
、
成
年
女
子
も
5
位
入
賞
と
な

り
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
天
皇
杯
、
皇
后
杯
の
栄
冠
を

手
に
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
も
期
待
し
、
チ
ー
ム

ふ
く
い
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

▲総合優勝を喜ぶチームふくいのみなさん

▲優勝を喜ぶ少年女子のみなさん

▲成年女子のみなさん

▲優勝を喜ぶ成年男子のみなさん

▲少年男子のみなさん

チ
ー
ム
ふ
く
い

大
躍
進

G
reat advance of the team

 Fukui

少年女子　決勝

成年男子　決勝

少年男子　3位決定戦

▼胴上げされる少年女子・
　佐々木キャプテン

▲町長と記念写真

▲ボランティアも大忙し

▲観客に手を振る成年男子

▼観客に手を振る成年女子

▼応援にも力が入ります

成年女子

福
井
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会  

結
果

■ 

成
年
男
子　

 

　

 

優　
勝　
福
井
県
（
福
井
選
抜
）

■ 

成
年
女
子　

　

 

5　
位　
福
井
県
（
福
井
選
抜
）

■ 

少
年
男
子　

　

 

3　
位　
福
井
県　

　

 　
　
　
　
（
丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
）

■ 

少
年
女
子　

　

 

優　
勝　
福
井
県

　

 　
　
　
　
（
丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
）

たくさんの応援
ありがとうございました
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男子チームの試合 11月10日（土）　午前10時40分～
 町立ホッケー場　道路側コート
 対　宮城県
男子チーム
監　督　谷　　伸一（織田中学校）
コーチ　赤尾　昌倫（朝日中学校）
主　将　野村　将汰

氏　　名 学校名 学年
筧　　香夏

朝日

3

木下　姫依
佐々木みる
田村　知以
松山　愛理
宮永　萌絵
渡辺　友香
近江　衣咲

2

野村　花音
橋本りょう
前田悠里江
宮川　真季
木村　心音

織田
佐々木心叶
佐々木悠希
谷口　瑞季
林　佑十里

女子チームの試合 11月10日（土）　午前9時00分～
 町立ホッケー場　道路側コート
 対　京都府
女子チーム
監　督　水島　秀嘉（鯖江中学校）
コーチ　栁生　香奈（朝日中学校）
主　将　木下　姫依

氏　　名 学校名 学年
青木　翔太

朝日

3

桒原　零弥

戸田　貴仁

南部蒼太朗

西宮　侑輝

野村　将汰

橋本　一真

藤井　陽月

吉田　光志

吉田　晴航

吉田　怜生

杉本　竣哉 織田

関野　尚輝 鯖江

青山　航大

朝日 2井上　翔太

牛若　祥太

氏　　名 学校名 学年
近藤　大海

朝日 2

酒井　健志

重山　大雅

髙島　一将

月田　拓真

長谷川龍我

藤井　　芯

宮上　航輔

山口　春樹

吉田　登以

上野　和輝

織田 2

上平　和輝

宇野　大成

水嶋　一翔

山﨑隆之助

與坂　蓮音

氏　　名 学校名 学年
加藤　陽奈

鯖江 2
辻　真愛咲
廣濱　綾乃
牧野　楓香
柏谷百合子

朝日
1

西宮　育美
野村　知世
長谷川華蓮
八尾　凛咲
山田　　 楓
山田　海月
𠮷田　恵都
米田凜々花 織田

問合せ先　スポーツ振興課　☎34–8730

福　　井　　県　　チ　　ー　　ム

　11月10日（土）、11日（日）の2日間、越前町朝日総合運動場（町立ホッケー場）
と福井県立ホッケー場で、第19回全日本中学生都道府県対抗11人制ホッケー選
手権大会が開かれます。
　今年度は全国から男子23チーム、女子18チーム、約800人の選手が参加します。
　福井県チームの活躍と勇姿にみなさんのご声援をお願いします。

第19回全日本中学生都道府県対抗
11人制ホッケー選手権大会

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体・元
気
大
会
出
場
者
の
み
な
さ
ん

　

9
月
29
日
〜
10
月
9
日
（
会
期
前
9
月
9
日
か
ら
9

月
17
日
）、
県
内
の
各
会
場
で
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体

が
開
か
れ
、
各
種
目
で
町
内
在
住
の
選
手
の
み
な
さ
ん

が
活
躍
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

●
ク
レ
ー
射
撃
ス
キ
ー
ト
団
体

　
3　
位　
南
田　
昌
宏
（
個
人
38
位
）

●
弓
道
成
年
女
子
近
的

　
4　
位　
水
嶋　
侑
未
香

●
ボ
ク
シ
ン
グ
少
年
男
子
ラ
イ
ト
ウ
エ
ル
タ
ー
級

　
5　
位　
佐
々
木　
崇
弥

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
女
子

　
7　
位　
小
嶋　
　
薫

　

●
水
泳
（
競
泳
）　
成
年
男
子
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
春
岡　
草
太
（
予
選
敗
退
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
男
子

　
佐
々
木　
雄
弥
（
一
回
戦
敗
退
）

●
山
岳
成
年
男
子

　
監
督　
堀
川　
豊
和

　
（
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ  

準
優
勝
、 

リ
ー
ド  

予
選
敗
退
）

●
水
泳
・
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
男
子

　
監
督　
玉
木　
史
弥
（
男
子
4
位
、
女
子
9
位
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
年
男
子

　
監
督　
牛
若　
祐
喜
（
一
回
戦
敗
退
）

　

ま
た
、
10
月
13
日
〜
10

月
15
日
、
県
内
の
各
会
場

で
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大

会
（
障
ス
ポ
）
が
開
か
れ
、

各
種
目
で
町
内
在
住
の
選

手
の
み
な
さ
ん
が
、
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

ま
し
た
。

大
会
結
果

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
準
優
勝

　
　
月
田　
龍
一
（
主
将
）

　
　
谷
口　
道
夫

●
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
3　
位　
青
山　
ま
ゆ
み

●
陸
上
競
技

　
１
０
０
ｍ  

3
位
、
２
０
０
ｍ  

8
位

　
明
石　
未
奈
実

●
陸
上
競
技

　
50
ｍ  

6
位
、 

走
幅
跳  

6
位

　
松
本　
樹
稀

●
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
デ
ィ
ス
リ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ブ  

8
位

　
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
メ
ン
ズ
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ  

7
位

下
仲　
　
千

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

　
髙
田　
芽
生
（
一
回
戦
敗
退
）

●
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
今
枝　
正
登
（
一
回
戦
敗
退
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
川
向　
由
将

　
小
坂　
征
治

　
齋
藤　
良
太

　
後
藤　
規
志

　
（
一
回
戦
敗
退
）

　
出
場
し
た
選
手
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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れ
ず
、
自
分
ら
し

く
何
事
に
も
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。」

と
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
中
野
く
ん
の
今

後
の
活
躍
に
期
待

し
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
温
か
い
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
越
前
焼
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
福
井
県
陶
芸
館
の

職
員
が
宮
崎
小
学
校
で
越
前
焼
の
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
5
年
生
24
人
が
鎌
倉
時
代
の
陶
片
を

観
察
し
て
、
越
前
焼
の
成
り
立
ち
や
特
色
を
学

ん
だ
あ
と
、
越
前
焼
の
粘
土
を
使
い
自
分
の
想

い
を
盛
り
込
ん
だ
鉛
筆
立
て
を
作
り
ま
し
た
。

　
県
陶
芸
館
が
、
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
越
前
焼

の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
ち
か
っ
ぺ　
べ
と
の
こ　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

今
回
が
3
回
目
で
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
自

分
の
町
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
今
後
は
他
の
小
中
学
校
で
も
出
前
講
座
を

行
い
ま
す
。

越
前
焼
の
出
前
講
座
「
ち
か
っ
ぺ　
べ
と
の
こ　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

▲陶片を実際に触って、細かい部分まで観察！

　

9
月
23
日
、
織
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
14
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
52
チ
ー
ム
１
７
２
人
が
参
加

し
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
越
前
大
野
（
大
野
市
）

　
準
優
勝　
田
中
Ａ
（
越
前
町
）

　
3　
位　
横
山
Ｂ
（
越
前
町
）

　
4　
位　
名
水
大
野
（
大
野
市
）

第
14
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

▲入賞したみなさん

　
9
月
22
・
23
日
、
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
大
阪
府
立
体
育
館
の
2
会
場
で
、
第
21
回
全

国
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
優
勝
大
会
が

開
か
れ
、
14
歳
以
下
女
子
の
部
で
Ｐ
Ｇ
Ｋ
鯖
丹

ヤ
ン
グ
が
栄
ク
ラ
ブ
Ｓ–

ジ
ュ
ニ
ア
（
静
岡
県
）

に
2–

0
で
快
勝
し
、
み
ご
と
初
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
賞
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の
北
條
菜
々
実
さ
ん

（
宮
崎
中
3
年
・
樫
津
区
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
北
條
キ
ャ
プ
テ
ン
の
コ
メ
ン
ト
】

　
大
会
2
日
間
は
、
苦
し
い
な
が
ら
も
今
ま
で

で
1
番
楽
し
い
試
合
で
し
た
。
練
習
は
厳
し

か
っ
た
け
ど
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ
や

り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
、
最
高
の
結
果
が
残
せ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指
導
者
、
育
成
会
の
み

な
さ
ん
に
は
感
謝
し
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
国
制
覇　
Ｐ
Ｇ
Ｋ
鯖
丹
ヤ
ン
グ

▲優勝した PGK 鯖丹ヤングのみなさん

　
8
月
に
行
わ
れ
た
、
中
学
硬
式
野
球
日
本
少

年
野
球
選
手
権
に
中な

か

野の

心む
ね

惇と
し

く
ん
（
小
樟
区
）

が
福
井
中
学
ボ
ー
イ
ズ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
出
場

し
、
み
ご
と
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
中
野
く
ん
は
、
小
さ
な
時
か
ら
野
球
が
好
き

で
、小
学
生
の
時
は
、越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ（
現

在
は
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
）
の
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

中
野
く
ん
は
、「
今
年
の
チ
ー
ム
に
は
、
ス

タ
ー
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
最
高
の
チ
ー

ム
で
し
た
。
チ
ー
ム
全
員
が
ヒ
ー
ロ
ー
で
し

た
。
今
後
も
野
球
を
始
め
た
こ
ろ
の
初
心
を
忘

中
学
硬
式
野
球
日
本
少
年
野
球
選
手
権
優
勝　
中
野 

心
惇
く
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
10
月
5
日
、
あ
さ
が
お
保
育
園
年
長
組
の
園

児
16
人
が
稲
刈
り
体
験
し
ま
し
た
。

　
福
井
精
米
株
式
会
社
の
食
育
事
業
の
一
環
で
、

園
児
た
ち
が
5
月
に
植
え

た
稲
は
大
き
く
育
ち
、
頭

を
垂
れ
て
出
迎
え
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
福
井
精
米

株
式
会
社
の
み
な
さ
ん
と

田
ん
ぼ
を
提
供
し
て
く
れ

た
来
田
建
治
さ
ん
（
岩
開

区
）
に
稲
の
刈
り
方
を
教

わ
り
な
が
ら
、
鎌
を
使
っ

て
上
手
に
稲
の
刈
り
取
り

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

あ
さ
が
お
保
育
園　
稲
刈
り
体
験

▲最後は刈り取った稲を持って笑顔でポーズ

▲どんどん稲を刈る園児たち

　
園
児
た
ち
か
ら
は
「
も
っ
と
や
り
た
い
」「
お

餅
に
な
る
の
が
楽
し
み
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。

第
14
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

9
月
18
日
、
越
前
陶
芸
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
、
第
14
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、

１
４
５
人
（
男
子
93
人
、
女
子
52
人
）
の
愛

好
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部

　
　
優　
勝　
牛
若　
一
男

　
　
準
優
勝　
小
林　
　
桂

　
　
3　
位　
水
島　
靖
男

　
　
4　
位　
前
田
喜
美
男

　
　
5　
位　
荒
木　
光
雄

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
千
秋　
政
子

　
　
準
優
勝　
源
甲
斐
栄
子

　
　
3　
位　
井
上　
芳
子

　
　
4　
位　
山
内　
節
子

　
　
5　
位　
清
水
た
ま
え

　
最
高
齢
者
表
彰

　
　
男
子
の
部　
和
田　
岩
夫

　
　
女
子
の
部　
金
巻
フ
ミ
子

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
16
回
織
田
信
長
公
顕
彰
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会　

　
ま
た
、
9
月
26
日
に
は
、
織
田
中
央
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
16
回
織
田
信
長
公
顕
彰
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
愛

好
者
１
７
７
人（
男
子
１
０
６
人
、女
子
71
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部

　
　
優　
勝　
牛
若　
一
男

　
　
準
優
勝　
前
田
喜
美
男

　
　
3　
位　
島
田　
満
雄

　
　
4　
位　
青
山　
　
隆

　
　
5　
位　
増
田　
孝
康

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
荒
木　
桂
子

　
　
準
優
勝　
金
谷
ト
シ
子

　
　
3　
位　
高
橋　
悦
子

　
　
4　
位　
山
内　
節
子

　
　
5　
位　
加
藤
智
恵
子

　
10
月
14
日
、
町
全
域
を
対
象
と
し
た
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
朝
7
時
に
宮
崎
地
区
を
震
源
と
す

る
震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
、
町
民
約
６
５
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
宮
崎
地
区
住
民
は
各
集
会
施
設
へ
、
青

野
区
民
は
常
磐
小
学
校
へ
、
小
樟
区
民
は
小
樟

地
区
集
会
施
設
へ
、
上
山
中・下
山
中
区
民
は
、

山
中
児
童
館
へ
の
自
主
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

宮
崎
地
区
で
は
、
さ
ら
に
避
難
指
示
が
出
さ

れ
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
駐
車
場
（
訓

練
会
場
）
に
二
次
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
会
場
で
は
、
避
難
さ
れ
た
区
民
が
応
急

手
当
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
5
種
類
の
訓
練
を
体

験
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
助
と
共
助
の
力

で
災
害
を
乗
り
越
え
る
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
総
合
防
災
訓
練
で
防
災
力
を
高
め
る　
～
福
井
地
震
か
ら
70
年
～

　
そ
の
ほ
か
、
事
故
車
両
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の

負
傷
者
救
出
訓
練
で
は
、
そ
の
負
傷
者
に
対
し

医
師
・
看
護
師
が
ト
リ
ア
ー
ジ
（
傷
病
度
合
い

の
判
定
）
を
行
う
な
ど
、
大
規
模
災
害
さ
な
が

ら
の
緊
迫
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。最
後
に
、

消
防
団
と
宮

崎
地
区
女
性

消
防
隊
に
よ

る
一
斉
放
水

や
土
の
う
積

み
工
法
が
行

わ
れ
、
訓
練

を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

▲倒壊家屋からの負傷者救出訓練の様子

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
税
の
仕
組
み
、
使
い
道
や
必
要
性
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
国
税
や
地
方
税
に
対

す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
週
間
で
す
。

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
昨
年
に
引
き
続
き
、「
く

ら
し
を
支
え
る
税
」
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
ご
家
庭
や
職
場
な
ど
で
税
の
仕

組
み
、
使
い
道
や
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４–

８
７
０
９

　
県
と
町
で
は
、
税
の
徴
収
率
の
向
上
や
新
規

滞
納
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
滞

納
処
分
、
催
告
、
納
税
に
関
す
る
広
報
活
動
を

集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

取
組
内
容

催
告（
電
話
・
臨
戸
）や
滞
納
処
分
の
強
化

町
県
民
税
の
滞
納
者
へ
の
県
と
町
に
よ
る
共

同
催
告

11
月
・
12
月
は
「
県
下
統
一
滞
納
整
理
推
進
月
間
」
で
す

問
合
せ
先

　
福
井
県
総
務
部
税
務
課
納
税
推
進
室

　
　
☎
０
７
７
６–

２
０–

０
５
１
５

　
税
務
課

　
　
☎
３
４–

８
７
０
９

　
年
末
調
整
を
実
施
し
て
い
る
個
人
・
法
人
を

対
象
に
、
年
末
調
整
の
説
明
会
が
開
か
れ
ま

す
。
今
年
は
年
末
調
整
の
説
明
会
終
了
後
に
、

来
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
等
の
説
明
会
も
開
か
れ
ま
す
。

「
年
末
調
整
説
明
会
」
と
「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会
」
の
お
知
ら
せ

日　
時

　
11
月
21
日
㈬　
　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

　
11
月
22
日
㈭　
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
※
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

　
町
内
の
個
人
・
法
人
は
、
※
印
の
時
間
が
割

り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
別
の
日
時
に
参
加
し
て
も
結
構
で
す
。

場　
所

　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
小
ホ
ー
ル（
越
前
市
瓜
生
）

問
合
せ
先

　
武
生
税
務
署　
☎
２
２–

０
８
９
０

　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
は
、「
税
を
考
え
る

週
間
」
に
協
賛
し
、
相
続
税
な
ど
身
の
周
り
の

税
金
の
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま
す
。

日　
時

　
11
月
12
日
㈪　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　
所

　
鯖
江
市
役
所　
1
階　
市
民
ホ
ー
ル
相
談
室

無
料
税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
事
務
局

　
（
中
西
会
計
事
務
所
内
）

　
　
☎
５
１–

０
１
９
９

　
町
で
は
、
平
成
31
年
度
に
使
用
す
る
町
県
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
納
税
通
知
書
を
送
付

す
る
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

　
掲
載
位
置　
封
筒
裏
面

　
掲
載
規
格　
縦
50
ミ
リ
×
横
60
ミ
リ
（
1
枠
）

　
掲
載
枚
数　
約
3
万
枚

　
掲
載
料　
5
万
円
（
1
枠
）

　
募
集
枠
数　
3
枠

申
込
方
法

広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に

広
告
の
版
下
原
稿
を
添
え
て
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
ま
す
。

※
広
告
の
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
、

広
告
主
に
帰
属
し
ま
す
。

　
版
下
原
稿
は
、
広
告
主
の
責
任
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
締
切

　
11
月
30
日
㈮

納
税
通
知
書
送
付
用
封
筒
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

掲
載
で
き
な
い
広
告

◦
法
令
な
ど
に
違
反
す
る
も
の
や
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
も
の

◦
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
や
そ
の
お
そ
れ

が
あ
る
も
の

◦
政
治
性
や
宗
教
性
、
人
権
侵
害
の
お
そ
れ

が
あ
る
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４–

８
７
０
９

越前町納税通知書送付用封筒（裏面）

平成30年度予算の上半期（9月30日現在）の執行状況などをお知らせします

一般会計の収支の状況

特別会計、事業会計の収支の状況 財産の現在高

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 129億6,700万円 6億3,620万6千円 136億320万6千円

特別会計 61億3,247万9千円 1億5,685万1千円 62億8,933万円

事業会計 8億8,070万8千円 505万9千円 8億8,576万7千円

合　　計 199億8,018万7千円 7億9,811万6千円 207億7,830万3千円

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,210,381 1,545,209 69.9%
地 方 譲 与 税 等 515,000 265,413 51.5%
地 方 交 付 税 5,000,000 3,452,640 69.1%
交通安全対策特別交付金 1,500 821 54.7%
分 担 金 及 び 負 担 金 273,620 109,232 39.9%
使 用 料 及 び 手 数 料 80,635 41,765 51.8%
国 庫 支 出 金 1,040,450 343,165 33.0%
県 支 出 金 956,319 161,358 16.9%
財 産 収 入 134,178 37,850 28.2%
寄 附 金 50,001 5,284 10.6%
繰 入 金 915,056 0 0.0%
繰 越 金 357,569 930,617 260.3%
諸 収 入 204,297 32,462 15.9%
町 債 1,864,200 0 0.0%

歳　入　合　計 13,603,206 6,925,816 50.9%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,147,071 840,904 39.2% 801,577 37.3%
介 護 保 険 事 業 2,355,042 969,923 41.2% 945,991 40.2%
後期高齢者医療事業 251,599 90,133 35.8% 66,595 26.5%
簡 易 水 道 事 業 480,073 126,254 26.3% 153,317 31.9%
公 共 下 水 道 事 業 665,938 118,292 17.8% 265,232 39.8%
集 落 排 水 事 業 316,269 58,103 18.4% 129,152 40.8%
温 泉 事 業 29,455 5,957 20.2% 8,517 28.9%
農林漁業体験実習館事業 25,689 7,795 30.3% 10,648 41.4%
土 地 区 画 整 理 事 業 18,194 0 0.0% 5,000 27.5%

合　　　　　計 6,289,330 2,217,361 35.3% 2,386,029 37.9%

種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,776,809㎡
建 物 206,832㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,364千円

基
金

一 般 会 計 6,377,730千円
特 別 会 計 208,837千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 9,391,985千円
特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 1,915,319千円
公共下水道事業 2,211,499千円
集 落 排 水 事 業 980,873千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 1,780,170千円
国民健康保険病院事業 597,988千円

合　　　　　計 16,877,834千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D ／ C

上水道事業
収益的収支 270,115 207,231 76.7% 270,115 74,614 27.6%
資本的収支 79,327 2,700 3.4% 150,054 74,579 49.7%
合　　　計 349,442 209,931 60.1% 420,169 149,193 35.5%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 322,511 105,023 32.6% 322,511 195,734 60.7%
資本的収支 52,476 0 0.0% 143,087 90,379 63.2%
合　　　計 374,987 105,023 28.0% 465,598 286,113 61.5%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金など
で補てんしました。

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 98,415 50,688 51.5%
総 務 費 2,423,805 535,314 22.1%
民 生 費 3,338,281 1,159,645 34.7%
衛 生 費 1,059,441 434,902 41.1%
労 働 費 48,913 43,003 87.9%
農 林 水 産 業 費 811,998 234,846 28.9%
商 工 費 800,813 459,718 57.4%
土 木 費 1,559,009 172,385 11.1%
消 防 費 538,325 337,956 62.8%
教 育 費 1,525,601 540,724 35.4%
公 債 費 1,280,224 630,268 49.2%
諸 支 出 金 97,881 0 0.0%
予 備 費 7,000 0 0.0%
災 害 復 旧 費 13,500 0 0.0%
歳 出 合 計 13,603,206 4,599,449 33.8%

■歳入	 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況	 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況	 （単位：千円）

■歳出	 （単位：千円）

　平成30年度上半期の「一般会計、特別
会計、事業会計の予算規模、収支の状況」
と「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　なお、予算現額には平成29年度からの
繰越額は含まれておりません。

問合せ先　企画財政課　☎34–8702

広報 えちぜん9 平成30年11月号

町からのお知らせ
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防災行政無線戸別受信機の設置をお願いします
防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36–0119
	 朝日分遣所　☎34–0119
	 越前分遣所　☎37–0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

★
町
長
賞

▲糸生小6年　川口一希

★
福
井
新
聞
社
賞

★
防
火
協
会
長
賞

▲宮崎小6年　中西稜隆

▲城崎小2年　別司湊太

▲朝日小3年　渡邉桜空

▲朝日小1年　渡邉葵

▲織田小3年　駒野有虹

▲宮崎小4年　高原実柚 ▲織田小5年　嶋田皐月

★
消
防
長
賞

★
消
防
団
長
賞

▲常磐小5年　中谷涼乃▲萩野小4年　佐々木更

★
教
育
長
賞

▲四ヶ浦小5年　荒木知樹

★
最
優
秀
賞

 　

消
し
た
っ
け
？　
振
り
返
る
だ
け
で　
火
事
防
止

	

越
前
中
2
年　
荒
川　
華
美

★
優
秀
賞

　
許
さ
な
い　
心
の
ゆ
る
み　
火
事
の
も
と	

朝
日
中
2
年　
上
野
な
つ
穂

　
消
し
た
か
な　
未
来
を
消
し
去
る　
そ
の
炎	

織
田
中
2
年　
木
村　
心
音

　
気
を
抜
く
な　
身
近
に
火
災
は　
ひ
そ
ん
で
る	

越
前
中
2
年　
小
道
世
羽
奏

　
火
の
確
認　
お
出
か
け
前
に　
ね
る
前
に	

宮
崎
中
2
年　
木
津　
誠
也

　
ち
ょ
っ
と
待
て　
小
さ
な
油
断　
大
き
な
火
災	

一　
　
　
般　
岡
田　
豊
子

平
成
30
年
度
越
前
町
防
火
ポ
ス
タ
ー
・
火
災
予
防
標
語
優
秀
作
品

越
前
町
火
災
予
防
標
語
受
賞
作
品

越
前
町
防
火
ポ
ス
タ
ー
特
別
賞
受
賞
作
品

　防火ポスターは、542点、火災予防標語は、184点の応募
がありました。厳正な審査の結果、防火ポスターは特別賞
11点、火災予防標語は特別賞6点が選ばれました。
　たくさんの作品の応募ありがとうございました。

　11月9日（金）〜15日（木）は秋の火災予防運動週間です。越前町防火協会と消防署で
は、女性消防隊と消防職員が合同で一人暮らし高齢者宅防火訪問などを予定していま
す。火災の発生しやすい季節になりますので、火の元には十分注意してください。

秋の火災予防運動が
始まります !

「
芸
能
ま
つ
り
」
の
ご
案
内

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
が
日
頃
か
ら
練

習
し
て
い
る
特
技
（
大
正
琴
・
舞
踊
な
ど
）
を

発
表
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

日　
時　
11
月
15
日
㈭　
午
後
1
時
〜

場　
所　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
の
ご
案
内

　

連
合
会
で
は
、
各
地
区
の
特
色
を
生
か
し

て
、
趣
味
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
、
会
員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、「
明
る
く
活

力
の
あ
る
生
活
」
を
送
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
60
歳
以
上
の
み

な
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
☎
３
６–

２
１
０
０

の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を

農
地
の
権
利
移
動

　
農
地
を
農
地
の
ま
ま
耕
作
目
的
で
権
利
移
動
ま
た
は
設
定
す
る
と
き
に
、

当
事
者
は
農
地
法
第
3
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。（
売
買
・
贈
与
・
貸
借
権
・
使
用
貸
借
な
ど
）

　
ま
た
、
通
常
農
地
法
3
条
の
下
限
面
積
は
50
ア
ー
ル
で
す
が
、
下
記
の
区

域
は
下
限
面
積
に
代
わ
る
面
積
を
定
め
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
担
当
地
区
の
変
更

　
農
業
委
員
の
担
当
地
区
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

対
象
地
域

　
（
旧
）　
気
比
庄
、
田
中

　
（
新
）　
気
比
庄
、
田
中
、
栃
川
、
天
王
、
宝
泉
寺
、
市
、
乙
坂

担
当
農
業
委
員

　
清
水　
豊
之
（
気
比
庄
）

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　
☎
３
４–

８
７
０
４

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

区　　域 面　　積

旧糸生村、旧織田村 40アール

旧四ヶ浦町 30アール

旧城崎村 20アール

　
年
金
相
談
は
、
お
客
様
に
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
の
な
い
よ
う
予
約
で
の
相
談
を
優
先
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
相
談
に
関
す
る
一
般
的
な
お
問
い
合
わ

せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
受
付
し
て
い

ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
と
は
別
に
、

来
訪
相
談
の
「
予
約
受
付
専
用
電
話
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

年
金
相
談
窓
口
で
年
金
請
求
の
手
続
き
や
、

受
給
さ
れ
て
い
る
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
予
約
相
談
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
予
約
相
談
に
つ
い
て

年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　
☎
０
５
７
０–

０
５–

１
１
６
５

来
訪
相
談
の
ご
予
約
は

　
「
予
約
受
付
専
用
電
話
」

　
　
☎
０
５
７
０–

０
５–

４
８
９
０

※
お
電
話
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
お
手
元
に
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
武
生
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
２
３–

１
１
２
６

　

朝
日
商
店
振
興（
協
）の
商
品
券
が
廃
止
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
人
は
期
限
ま
で
に

ポ
ス
タ
ー
の
加
盟
店
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
期
限

　
11
月
30
日
㈮

期
限
ま
で
に
ご
利
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

次
の
期
間
払
戻
し
を
し
ま
す
の
で
、
紛
失
し

な
い
よ
う
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

払
戻
し
期
間

　
12
月
20
日
〜
平
成
31
年
3
月
29
日

払
戻
し
方
法

事
務
局
が
用
意
す
る
払
戻
申
請
書
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

朝
日
商
店
振
興（
協
）商
品
券　
廃
止
の
ご
案
内

問
合
せ
先

　
越
前
町
商
工
会
朝
日
支
所

　
☎
３
４–

２
０
６
０

▲500円券

▲1,000円券
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マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー
ちなみに…
役場本庁に勤務している職員のマイナンバー
カード取得率が、100％になりました。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、11月25日（日）です。
ご予約は、22日（木）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

平成30年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  9月16日～10月15日

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成30年度　織田地区ケーブルテレビ光化促進事業設計業務委託 織田地区 18,576,000
㈱無線放送設計
事務所
北陸事業所

総 務 課

平成30年度　市地区農業用用排水施設整備工事 市 2,661,120 ㈲江指組 農林水産課

平成30年度　宇須尾地区農業用用排水施設整備工事 宇須尾 3,931,200 木村建設㈱ 農林水産課

平成30年度　道の駅越前周辺駐車場整備工事 厨 9,612,000 ㈱大生 商工観光課

平成30年度　町道茂原道口線歩道整備工事 厨 3,294,000 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

平成30年度　町道谷出線道路改良工事 江 波 2,931,120 ㈾丸坂建設 建 設 課

平成30年度　町道沖田・笈松線道路改良工事（その１） 笈 松 2,455,920 ㈱ホーエ組 建 設 課

平成30年度　町道沖田・笈松線道路改良工事（その２） 笈 松 2,700,000 ㈱山﨑組 建 設 課

平成30年度　町道沖田・笈松線道路改良工事（その３） 笈 松 2,670,840 ㈱山﨑組 建 設 課

平成30年度　町営住宅内の宮団地解体工事 織 田 4,606,200 オタ建設㈱ 定住促進課

　

児
童
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り
得
る
も
の
で
、

特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
内
の
児
童

虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
も
全
国
と
同
じ

よ
う
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
か
ら
、
発
生
時
の
早

期
対
応
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
早
期
支
援

ま
で
、
切
れ
目
な
い
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
で
は
、
福
井
県
総
合
福
祉
相

談
所
や
鯖
江
警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
町
の

関
係
課
か
ら
な
る
「
越
前
町
要
保
護
児
童
対
策

協
議
会
」
を
設
置
し
、
児
童
虐
待
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
11
月
は『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』で
す
。

町
で
も
広
報
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
児
童
虐
待

の
防
止
対
策
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

日
常
の
中
で
の
子
ど
も
や
保
護
者
の
サ
イ
ン

　
【
子
ど
も
】

◦
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
声
や
保
護
者
の
怒

鳴
り
声
が
す
る

◦
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る

◦
衣
類
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る
、
臭
う

◦
う
つ
ろ
な
表
情

◦
警
戒
心
が
強
い
な
ど

　
【
保
護
者
】

◦
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
外
出

し
て
い
る

◦
子
ど
も
の
養
育
に
関
心
が
な
い
、
拒
否
的

◦
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然
な
説
明

を
す
る
な
ど

児
童
虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ
う　
『
未
来
へ
と　
命
を
繋
ぐ　
１い

ち

８は
や

９く

』　

　
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
場
合
、
近
隣
の
市

町
ま
た
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
1
本
の
電
話
で
、
救
わ
れ
る
子
ど

も
や
保
護
者
が
い
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で
も
可

能
で
す
。
な
お
、
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
通
告
を
受
け
た
と
き
は
、
虐
待
か
ら
子
ど
も

を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む
家
庭
を
支

援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
4
月
か
ら
越
前
町
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
の
相
談
を
通
じ
て
、
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
と
早
期
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

相
談
窓
口

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
１い

ち

８は
や

９く

　
福
井
県
児
童
相
談
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
７
７
６–

２
４–

３
６
５
４

　
福
祉
課

　
　
☎
３
４–

８
７
２
５

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
３
４–

８
８
２
１

オレンジリボンには子ども虐待を
防止するというメッセージが

込められています。

男女共同参画・人権のとびら
認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　9月22日、越前町生涯学習センター　カメリアホール
にて「えちぜん男女共同参画のつどい」が開かれました。
　キッズダンスチーム「ヒップホップダンス BEE」と

「Angel　MARINE」のみなさんが元気いっぱいのダンス
でオープニングを飾りました。引き続き、町内の新婚ご
夫婦3組による男女共同参画都市宣言文を唱和された後、
越前町初の女性教育長、久保理惠子さんに、ご自分の経験
をとおして感じたことなどお話しいただきました。
　講演は、落語家で僧侶の露

つ ゆ

の団
ま る

姫
こ

さんを講師にお迎え
し、落語と「女らしくなく　男らしくなく　自分らしく」
と題したご講演をしていただきました。軽妙な語り口調で
ユーモアを交えながら、来場のみなさんに女や男である前
に一人の人間として自分らしく生きることが大切と語ら
れました。
　会場には、町文化協議会の各団体による俳句や絵手紙の
展示コーナーもあり、つどいに花を添えてくださいました。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34–8715

えちぜん男女共同参画のつどいが開かれました
～認め合い　男

ひ

女
と

の心を　つくるまち～

Vol.28

▲オープニングを飾ったキッズ
　ダンスのみなさん

▲ 露の団姫さんによる落語

　
自
分
の
人
権
・
他
人
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い

ま
す
か
？

　
人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
1
日
㈯　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　

職
場
で
の
い
じ
め
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
、
厳
守
し
ま
す
。

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、
悩
み

を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
専
用
の

電
話
相
談
窓
口
で
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

11
月
12
日
か
ら
11
月
18
日
は
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
で
す

場　
所　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
　

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

　
ま
た
、11
月
30
日
か
ら
12
月
7
日
ま
で
の
間
、

小
中
学
生
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
作
品
を
越

前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　
☎
３
４–
８
７
１
５

受
付
時
間　
11
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

　
　
　
　
　
11
月
17
日
㈯
〜
18
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

相
談
窓
口　
☎
０
５
７
０‒

０ゼ
ロ

７ナ
ナ

０ゼ
ロ‒

の

８ハ
ー
ト
ラ
イ
ン


１
０

問
合
せ
先　
福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６–

２
２–

４
２
１
０

　

県
の
最
低
賃
金
が
、
10
月
１
日
か
ら
時
間

額
８
０
３
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
対
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６–
２
２–

２
６
９
１

最
低
賃
金
改
定
の
お
知
ら
せ
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デイトする医院フロント具合良し	 笹下　利行
子も孫も柱の傷も薄くなり	 富田コズエ川 柳

　
今
年
は
、
田
島
美
玖
さ
ん（
西
田
中
）に
よ
る

マ
リ
ン
バ
独
奏
、佐
藤
領
哉
さ
ん（
福
井
市
）に

よ
る
津
軽
三
味
線
独
奏
、Ｑ
ｕ
ｅ
ｅ
ｎ
’ｓ			

Ｔｅ
ａ

ｒ
ｓ		

Ｈｏ
ｎ
ｅｙ
（
神
戸
を
中
心
に
全
国
で
活
躍

す
る
女
性
6
人
グ
ル
ー
プ
）
の
ア
カ
ペ
ラ
演
奏

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
若
い
2
人
の
多
彩
な
音
色
と
女
性
グ
ル
ー
プ

の
華
や
か
で
迫
力
あ
る
歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。 ２

０
１
８
越
前
町
音
楽
祭

期　
　
日　
11
月
23
日（
金
・
祝
）

時　
　
間　
開
場　
午
後
1
時

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
1
時
30
分

場　
　
所　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

入　
　
場　
無
料

主　
　
催　
越
前
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会

問
合
せ
先　
越
前
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
４–

２
０
０
０

　
雨
田
光
平
記
念
館
は
、展
示
替
作
業
の
た
め
、

次
の
期
間
を
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
来
館
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
関
西
文
化
の
日
」
は
、
関
西
が
誇
る
長
い

歴
史
に
培
わ
れ
た
豊
か
な
文
化
に
気
軽
に
接
す

る
機
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
賛
同
し
た
博

物
館
施
設
が
入
館
料
を
無
料
と
す
る
取
り
組
み

で
す
。

　
原
則
と
し
て
常
設
展
示
だ
け
が
無
料
に
な
り

ま
す
が
、
織
田
文
化
歴
史
館
と
雨
田
光
平
記
念

館
で
は
「
関
西
文
化
の
日
」
の
2
日
間
、
す
べ

て
の
展
示
を
無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
　
時

　
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時

　
　
（
入
館
は
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

　
雨
田
光
平
記
念
館

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

雨
田
光
平
記
念
館　
展
示
替
休
館
の
お
し
ら
せ

関
西
文
化
の
日　
無
料
開
館
の
お
知
ら
せ

　
ま
た
記
念
館
休
館
中
の
問
い
合
わ
せ
は
、
織

田
文
化
歴
史
館（
☎
３
６–

２
２
８
８
）へ
お
願

い
し
ま
す
。

休
館
期
間　
11
月
26
日
㈪
〜
30
日
㈮

問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６
―
２
２
８
８

▲両施設では特別展、企画展が開催中です

　

越
前	

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
作
り
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
バ
ス

ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
コ
ン
ク
ー

ル
へ
応
募
い
た
だ
く
こ
と
が
参
加
条
件
と
な
り

ま
す
。

期　
　
日　
11
月
26
日
㈪

集
合
場
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

集
合
時
間　
午
前
8
時
40
分

参
加
料　
無
料

越
前 

蟹
と
水
仙
バ
ス
ツ
ア
ー　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ツ
ア
ー
行
程

越
前
漁
港
→
水
仙
研
修
館
→
水
仙
ラ
ン
ド
→

道
の
駅「
越
前
」→
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

※
天
候
に
よ
っ
て
行
程
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

主
催
・
問
合
せ
先

　
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
３
４–

２
０
０
０

問合せ先

11月17日土・18日日
越前町くりや 道の駅「越前」
（露天風呂漁火・アクティブハウス越前）

午前9時～午後4時

髙
橋
千
鶴
子
展　
〜
シ
ル
ク
と
共
に
〜

　

染
織
作
家
の
髙
橋
千
鶴
子
氏
と
草
木
染
グ

ル
ー
プ
「
彩
の
会
」
会
員
の
み
な
さ
ん
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
11
日
は
草
木
染
体
験

教
室
を
開
き
ま
す
。

日　
時　
11
月
10
日
㈯
〜
12
日
㈪

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

草
木
染
体
験
教
室　

日　
時　
11
月
11
日
㈰

　
　
　
　
①
午
前
10
時
〜
、
②
午
後
1
時
〜

定　
員　
各
回
15
人

　
　
　
　
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
６
０
０
円

　
　
　
　
（
開
催
記
念
特
別
価
格
・
入
園
料
別
）

　
　
　
　
※
ハ
ン
カ
チ
を
染
め
ま
す

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
秋
・
冬
イ
ベ
ン
ト
情
報

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　

植
物
園
で
採
れ
た
木
の
実
な
ど
の
材
料
で

作
っ
た
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
を
飾
り
付
け
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ー
ス
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
12
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

定　
員　
各
日
20
人

　
　
　
　
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
入
園
料
別
）

入
園
料　
一　
般　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４–

１
１
２
０
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I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ



そっと立つ腰の具合は杖頼り	 武藤　久子
秋の夜長寂聴の本読んでみる	 山内　千代川 柳 シール跡柱に残し子は巣立つ	 渡辺　照子

都合などお構いなしに来る嵐	 松村　典子川 柳

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第38回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

　生活習慣の改善や健康診査・がん検診の受診が健康づくり
や病気の予防、早期発見・治療につながります。
　減塩は、高血圧やがんの予防になります。地区での出前
講座や集団検診の会場などで、「なぜ減塩が大事なのか」「減
塩の工夫」などのお話や、簡単においしく塩分を減らせる「減
塩食品」のご紹介などをしています。ぜひ、ご参加ください。

おいしく食べて、かしこく減塩

　
が
ん
で
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、

経
験
者
同
士
の
交
流
の
場（
サ
ロ
ン
）を
開
き
ま

す
。
個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
11
月
20
日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
1
時
〜
3
時

が
ん
遺
族
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

場　
　
所　
福
井
県
看
護
協
会

　
　
　
　
　
（
福
井
市
四
ッ
居
町
）

対　
　
象　
が
ん
で
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
人

参
加
費　
無
料

問
合
せ
先　
福
井
県
看
護
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６–

５
４–

８
６
２
０

　
織
田
病
院
で
は
、
8
月
か
ら
耳
鼻
咽
喉
科
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
花
粉
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
、
難
聴
な
ど
で
お
悩
み
の
人
は
ご
受
診
く

だ
さ
い
。

織
田
病
院
で
は
耳
鼻
咽
喉
科
を
開
設
し
て
い
ま
す

診
療
時
間　
毎
週
土
曜
日　
9
時
〜
12
時

診
療
場
所　
織
田
病
院
2
階　

医　
　
師　
福
井
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
専
門
医

問
合
せ
先　
織
田
病
院　
☎
３
６–

１
０
０
０

　
　
　
　
　
健
康
保
険
課　
☎
３
４–

８
７
１
０

　
認
知
症
は
将
来
的
に
高
齢
者
の
5
人
に
1
人

が
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
、
町

中
で
認
知
症
の
人
に
出
会
っ
た
場
合
に
、
上
手

く
対
応
で
き
る
よ
う
認
知
症
講
座
in
あ
さ
ひ
を

開
講
し
ま
す
。
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら

年
齢
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

1
日
だ
け
で
も
、
両
日
参
加
の
ど
ち
ら
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　

　
①
11
月
8
日
㈭　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
②
11
月
11
日
㈰　
午
前
10
時
〜
正
午

認
知
症
講
座
in
あ
さ
ひ
を
開
講
し
ま
す

場　
　
所　

　
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
　
容

　
①
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う
（
講
演
会
）

　
②
ひ
と
り
歩
き
模
擬
訓
練
（
体
験
型
学
習
）

講　
　
師

　
生
き
活
き
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
松
村　
菜
穂
美
氏

　
　
　
（
看
護
師
、
認
知
症
ケ
ア
上
級
専
門
士
）

問
合
せ
先

　
朝
日
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
　
☎
３
４–

７
７
７
１

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
３
４–

８
７
２
９

高血圧って腎臓も
悪くなるの？

健康講座のご案内
「がんと生活習慣の講演会」
　がんの現状、生活習慣とがんの関係、
健康診査やがん検診の必要性について
学びます。
　「えちぜん健康チャレンジ」対象講座

（10ポイント）となりますので、お気軽
にご参加ください。

日　時　11月21日（水）
　　　　午後2時〜3時

会　場　織田コミュニティセンター

講　師　医療法人　橘医院　
　　　　院長　橘  良哉　医師

申　込　健康保険課　☎34–8710

11月の休館日　5・12・19・26日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　11月のイベント情報

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32–3200

陶　と「消しゴムはんこ」と　花

開催日　11月18日（日）
時　間　午後1時30分～
場　所　越前陶芸村文化交流会館
参加費　800円

　ご用意いただくものは
ありませんので、気軽に手
ぶらでいらしてください。
　ご連絡ください。

　消しゴムをカッターで彫ってはんこを作ります。
自分だけのオリジナルデザインでクリスマスカード
や年賀状にポン！とおしてみては？カラフルインク
もあるからポン！ポン！しよう！

　江戸時代に他人にばれないように手紙を道端に
落とし、他人に渡したという「落とし文」。その「落
とし文」の様な筒状に巻かれた葉をせっせと作っ
て路面に落とす昆虫がオトシブミ。さまざまな昆
虫の色彩の素晴らしさを手紙に添えて伝えるかの
ように、やきもので表現してみました。

開催日　11月9日（金）～ 12月27日（木）
休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
時　間　午前9時～午後5時
　　　　（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館ロビー
入館料　無料

【展示作品はご購入いただけます】

越前焼で珈琲時間　作家展
【宇野陶房】宇野　直

　
越
前
が
に
漁
の
解
禁
を
記
念
し
て
、
か
に
あ

つ
め
大
会
を
開
き
ま
す
。
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
た
く
さ
ん
の
か
に
を
つ
か
ま
え
よ
う
。

参
加
者
に
は
、
景
品
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

日　
　
時　
11
月
17
日
㈯　
18
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で

場　
　
所　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
1
階
か
に
あ
つ
め
コ
ー
ナ
ー

参
加
費　
無
料
（
入
館
料
別
）	

入
館
料　
大
人
５
０
０
円　
小
人
３
０
０
円

問
合
せ
先　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
☎
３
７–

２
６
２
６

「
か
に
あ
つ
め
大
会
」
開
催　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▲紅葉の美しい茶庭

　
福
井
県
陶
芸
館
茶
苑
の
風
情
あ
る
苑
庭
で
、

秋
を
感
じ
る
献
立
の
お
弁
当
と
、
野
点
席
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
野
点
席
で
は
季
節
の

生
菓
子
と
お
抹
茶
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　
茶
苑
の
庭
は
楓
の
紅
葉
が
鮮
や
か
で
、
写
真

撮
影
に
も
最
適
で
す
。

日　
　
時　
11
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
10
時
半
〜
午
後
1
時

場　
　
所　
福
井
県
陶
芸
館　
茶
苑

定　
　
員　
20
人

参
加
費　
２
，５
０
０
円

紅
葉
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

問
合
せ
先　
福
井
県
陶
芸
館

　
　
　
　
　
☎
３
２–

２
１
７
４

オトシブミからの手紙
　ー昆虫が織り成す色彩とやきもの－

減塩食品って
意外とイケる！

広報 えちぜん 16平成30年11月号広報 えちぜん17 平成30年11月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ健康な暮らしのために



年かさね五感の具合ままならぬ	 向当みつ子
夜と言わず歩き続けて来たかかし	 原　　榮子川 柳 賑やかな一家の柱もういない	 山谷　ゆり

支え合う柱に今日を感謝する	 司辻　文子川 柳広報 えちぜん19 平成30年11月号

県内公共図書館合同企画の実施図書館だ
より

　今年度は、「国体・障スポ」と「幕末明治福井150年博」をテーマに、スポーツ図書コーナーや幕末
明治マンガフェア、特別展示などを行ってきました。「幕末明治福井150年博」については、歴史図
書を充実させ、関連資料を長期間展示しています。この機会に、一度、手に取ってみてください。

問合せ先　町立図書館  ☎34–0395　越 前 分 館  ☎37–7713
　　　　　宮 崎 分 館  ☎32–7713　織 田 分 館  ☎36–2288

　今年も、話題の小説やコミックがドラマ化や映画化されています。そこで、平成30年に入ってか
らの著名な賞の受賞作をご紹介します。

　入賞作品以外にも、いろんな分野
の読者を魅了する本が図書館には
あります。みなさんはどのような
本を読んでみたいですか？

芥川龍之介賞 「送り火」 高橋　弘希
谷崎純一郎賞 「焔」 星野　智幸
直木三十五賞 「ファーストラブ」 島本　理生
新 田 次 郎 賞 「葵の残葉」 奥山景布子
本 屋 大 賞 「かがみの孤城」 辻村　深月

松 本 清 張 賞 「天地に燦たり」 川越　宗一
三島由紀夫賞 「無限の玄」 古谷田奈月
山本周五郎賞 「ゲームの王国」 （上・下） 小川　　哲
吉 川 英 治 賞 「守教」 （上・下） 帚木　蓬生

話題の受賞作

A word from the international arena...

Vol.142
国際交流室から一言

オーストラリア訪問団が越前町にやってきました！

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　9月23日から10月1日まで、南オーストラリア州のバードウッド高校の
留学生と引率者10人が越前町にやってきました。滞在中、留学生はホーム
ステイをしながら、日本の日常生活を体験しました。温泉に入ることや、納
豆を食べること、布団で寝ることなどに戸惑いながらも挑戦しました。
　また、日中には町内の中学校と丹生高校を訪れ、生徒と交流しながら、書
道や、理科、音楽などの授業に参加しました。その他に、留学生は越前がに
ミュージアムやプラントピア朝日、越前和紙の里などの町内外施設を見学し
ました。留学生のマルリー・セサーロさんは「この滞在で越前町のことが好
きになりました。いつかまた越前町に来たいと思います」と嬉しそうに語っ
てくれました。
　楽しい滞在期間は早くも過ぎてしまい、いよいよお別れのときがきまし
た。出発日に台風の心配はありましたが、晴れた天気の中で留学生とホスト
ファミリーは涙を流しながらお別れをしました。9日間の交流は両者にとっ
て、かけがえのない一生の思い出になりました。この交流を成功に導いてく
れたホストファミリーをはじめ、ご協力いただいたみなさんにお礼を申し上
げます。

▲歓迎 BBQ の様子

▲学校交流の様子

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
11月 3 日㈯ 織田病院 ☎36–1000
11月 4 日㈰ 織田病院 ☎36–1000
11月11日㈰ 織田病院 ☎36–1000
11月18日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
11月23日㈮ 織田病院 ☎36–1000
11月25日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
11月 6 日㈫ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
11月28日㈬ 午前 9 時30分〜正午 越前コミュニティセンター

♥1歳6か月児健診
11月29日㈭ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
11月 8 日㈭ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科健診
11月13日㈫ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

11月 4 日㈰ 朝日保健センター
（朝寿殿）

午前8時30分〜午前11時 ● ● ● ●
午前9時〜午前10時 ●

 ※　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。 

♠集団健診日程（予約制）

♦介護おはなし会
11月22日㈭ 午後 1 時〜 3 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
11月27日㈫ 午後1時〜 4時 社会福祉センター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日　子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター
第1 〜 4土曜日　午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分〜 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
11月 6 日㈫

午後1時〜 4時

宮崎コミュニティセンター
11月13日㈫ 越前地域福祉センター
11月20日㈫ 織田コミュニティセンター
11月27日㈫ 社会福祉センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34–8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	 ☎34–8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34–2388

♠心をいやす相談会（予約制）
11月20日㈫ 午後 1 時30分〜 4 時 朝日保健センター（朝寿殿）

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　毎月1回開いている「助産師さんとの座談会」では、育児について助産師に気になっていることを聞く
ことができます。お父さん、お母さんや子ども同士の交流にもなっています。参加されたお母さんに話を
聞きました。

利用されている、お母さんの声を聞いてみました。

子育て世代包括支援センターだより
│

│

│
├ ├

├

中川  湊翔 くん
（H29.12.2生）

　今月は、28日（水）に越前コミュニティセンター
で開催予定です。
　海も見えるので気持ちが良いですよ♪

　初めて「助産師さんとの座談会」に参加した時、子どもが似た月齢
の友達にちょっかいをかけたりかけられたり、子ども同士が交流して
いる様子をみて、“ 子どもにとっても良い刺激になるからまた連れてこ
よう ”と思いました。核家族世帯で、日中は子どもと2人きりで過ご
し、夫の帰宅も遅くて話ができる人が周りにいないので、私自身の気
になっていることを聞けたり、1対1でじっくり話ができ、子育てに
向き合う気持ちも楽になりました。

保存期間が終了した雑誌を無償提供します。

織田分館  雑誌の無償提供のご案内

期　　間　11月3日（土）〜 25日（日）
場　　所　織田分館カウンター前
提供雑誌　家の光、オレンジページ など

広報 えちぜん 18平成30年11月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために
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保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 11月 8 日（木） 34–5602

朝 日 南 保 育 所 11月13日（火） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 11月 7 日（水） 34–0081

あ さ が お 保 育 園 11月13日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 11月 6 日（火） 32–2067

小 曽 原 保 育 所 11月 9 日（金） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
10
月
15
日
現
在
）

（
10
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（10月1日現在）

　

こ
の
写
真
は
、
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
の
表
彰
式
が
終
わ
っ
た
後
、
成
年
・
少

年
男
女
の
福
井
県
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
撮
影

し
た
も
の
で
す
。

　

成
年
男
子
は
、
前
回
の
愛
媛
国
体
に
続
い
て
Ｖ

2
達
成
か
つ
、
初
の
単
独
優
勝
、
少
年
女
子
は
初

優
勝
し
、
福
井
県
勢
と
し
て
総
合
優
勝
に
輝
き
、

種
目
別
天
皇
杯
と
皇
后
杯
を
獲
得
す
る
偉
業
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。ひ
た
む
き
な
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー

は
、
見
て
い
る
者
に
涙
、
笑
顔
そ
し
て
た
く
さ
ん

の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

表
紙
の
四
字
熟
語
「
大
願
成
就
」
は
、
文
字
ど

お
り
大
き
な
願
い
が
叶
う
こ
と
を
表
す
言
葉
で
す
。

　

選
手
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
場
で
大
き

な
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
競
技

会
の
運
営
に
尽
力
し
た
関
係
者
、
来
場
者
に
笑
顔

で
親
切
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
な
ど
、
み
ん
な
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た

こ
と
で
、最
高
の
結
果
が
残
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

人　口	 21,730人

　男	 10,559人
　女	 11,171人
世帯数	 7,265戸

（前月より10人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

東
内
郡 

山や
ま

中な
か　

陽ひ
な

太た

（
正
吾
、
男
）

気
比
庄 

國く
に
か
ね　

彩あ
や

馨か

（
一
裕
、
女
）

気
比
庄 

松ま
つ

田た　

心こ
こ

那な

（
智
之
、
女
）

気
比
庄 

小お

原は
ら　

圭け
い

将す
け

（
公
弘
、
男
）

樫　

津 

山や
ま

下し
た　

七な
な

意い

（
恭
兵
、
女
）

宇
須
尾 

西に
し

森も
り　

千ち

陽は
る

（
敬
太
、
女
）

梅　

浦 

森も
り

本も
と　

海か
い

翔と

（
幸
、
男
）

新　

保 

長な
が

田た　

幸こ
う

樹き

（
崇
、
男
）

市　

場 

鈴す
ず

木き　

蒼そ
う

士し

（
史
則
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
65

―
特
別
展
示 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

11月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　  ②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
越前　蟹と水仙の文学コンクール作品募集

【放送中～11月2日㈮】
冬の対策は万全に

【11月3日㈯～11月23日㈮】

統合学校給食センターについて
【11月24日㈯～12月7日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
糸生・常磐ホッケースポーツ少年団

【 11月10日㈯～ 11月16日㈮】

■エンジョイ丹南！山めぐり
三
み

床
とこ

山
やま

 ～石
い

生
しょう

谷
だに

コース～
秋山を楽しむ

【 11月17日㈯～ 11月23日㈮】

学芸員 H

Ｅ子

Ｅ
子 

Ｈ
さ
ん
、お
久
し
ぶ
り
で
す
。

学
Ｈ 

久
し
ぶ
り
で
す
。
学
芸
員
Ｍ
に
代
わ
り
今
回
は
私

が
続
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

入
口
の
展
示
ケ
ー
ス
に
移
動
す
る
。

学
Ｈ 

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
劔

つ
る
ぎ

神
社
が
お
持
ち
の
幕
末
・

明
治
関
係
の
史
料
に
な
り
ま
す
。

Ｅ
子 

掛
け
軸
、圧
巻
で
す
。

学
Ｈ 

明
治
九
年（
一
八
七
六
）に
描
か
れ
た
劔
神
社
の
由ゆ

い

緒し
ょ

を
絵
物
語
風
に
し
た
も
の
で
す
。

Ｅ
子 

カ
ラ
フ
ル
で
す
ね
。

学
Ｈ 

色
が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。
前
回
は
平
成
二
〇
年

の
御お

幸わ
た
り

大
祭
の
時
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
れ

以
来
で
す
。
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴

重
な
も
の
で
す
。左
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

Ｅ
子 

船
で
武
将
た
ち
が
海
を
渡
っ
て
い
ま
す
が
。

学
Ｈ 

左
の
二
幅
は
神
功
皇
后
が
海
を
渡
っ
て
敵
を
制
圧

し
て
い
る
シ
ー
ン
で
す
。
真
ん
中
の
掛
け
軸
か
ら

は
忍お

し

熊く
ま

皇
子
が
登
場
し
ま
す
。

Ｅ
子 

忍
熊
？
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

学
Ｈ 

劔
神
社
の
ご
祭
神
で
す
。

Ｅ
子 

そ
う
で
し
た
。

学
Ｈ 

こ
の
あ
た
り
で
は
忍
熊
皇
子
の
活
躍
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

Ｅ
子 

角
の
生
え
た
化
け
物
み
た
い
な
の
が
、た
く
さ
ん
出

て
き
ま
す
。こ
わ
い
。

学
Ｈ 

こ
の
舞
台
は
越
前
海
岸
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。化

け
物
た
ち
が
悪
さ
を
す
る
の
で
人
々
が
困
っ
て
、そ

れ
を
忍
熊
皇
子
が
退
治
す
る
の
で
す
ね
。

Ｅ
子 

忍
熊
皇
子
、胡あ

座ぐ
ら

を
か
い
て
頭
を
下
げ
て
い
ま
す
が
。

学
Ｈ 

神
様
か
ら
剣
を
い
た
だ
い
て
い
る
シ
ー
ン
で
す
。

こ
の
剣
を
も
っ
て
化
け
物
た
ち
と
対
決
し
ま
す
。

Ｅ
子 

劔
神
社
の
剣
と
関
係

あ
る
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

劔
神
社
の
縁
起
で

は
、
忍
熊
皇
子
が
剣

大
明
神
か
ら
剣
を
い

た
だ
い
て
、
蛮ば

ん

族ぞ
く

を
退
治
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。他
の
ケ
ー
ス
に
は「
剣
大
明
神
」と
記
さ
れ
た
巨

大
な
扁へ

ん

額が
く

も
展
示
し
て
い
ま
す（
写
真
1
）。

Ｅ
子 

だ
か
ら
劔
神
社
で
は
忍
熊
皇
子
が
神
様
に
な
る
の

で
す
か
。

学
Ｈ 

最
後
の
五
幅
目
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。
下
か
ら
二

段
目
の
と
こ
ろ
に
何
か
見
え
ま
す
ね
。

Ｅ
子 

あ
っ
、鐘
？	

学
Ｈ 

国
宝
の
梵
鐘
で
す
。上
か
ら
見
て
い
く
と
、雉き

じ

が
二

羽
飛
ん
で
い
ま
す
が
、そ
の
雉
か
ら
も
ら
っ
た
矢
で

化
け
物
の
鳥
を
退
治
し
ま
す
。

Ｅ
子 

神み

輿こ
し

が
真
ん
中
に
見
え
ま
す
ね
！

学
Ｈ 

実
際
に
劔
神
社
所
蔵
の
神
輿
に
は
、上
に
雉
が
乗
っ

て
い
ま
す
。神
鳥
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

色
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

学
Ｈ 
細
か
い
と
こ
ろ
を
丁
寧
に
見
て
い
く
と
、時
間
を
忘

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

奥
の
展
示
ケ
ー
ス
に
移
動
す
る
。

学
Ｈ 

こ
こ
か
ら
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
時
代
順
に

関
連
史
料
が
並
ん
で
い
ま
す
。
激
動
の
時
代
で
し

た
か
ら
、劔
神
社
も
時
代
の
趨す

う

勢せ
い

の
な
か
、様
々
な

出
来
事
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

Ｅ
子 

こ
ち
ら
は
？

学
Ｈ 

国
宝
の
梵
鐘
に
関
す
る
書
類
で
す
。
こ
ち
ら
は
現

在
の
も
の
で
は
な
く
、
明
治
三
五
年（
一
九
〇
二
）

に
福
井
県
か
ら
出
さ
れ
た
国
宝
の
資
格
が
あ
る
と

い
う
通
知
書
で
す
。

Ｅ
子 

明
治
時
代
か
ら
国
宝
だ
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｈ 

は
い
。
そ
れ
だ
け
貴
重
な
文
化
財
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。

Ｅ
子 

こ
ち
ら
は
絵
図
で
す
か
。

学
Ｈ 

境
内
を
描
い
た
も
の
で
す
が
、劔
神
社
は
明
治
時
代

に
郷
社
、県
社
と
昇
格
し
て
い
き
、昭
和
に
な
っ
て

国こ
く

幣へ
い

小
社
と
な
り
ま
す
。
そ
の
経
緯
と
と
も
に
境

内
も
様
変
わ
り
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

Ｅ
子 

歴
史
を
感
じ
ま
す
。

　
50
年
ぶ
り
の
福
井
国
体
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
会
場
と
な
っ
た
町
営
朝
日
総

合
運
動
場
と
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
に
も
、
連
日
多
く

の
観
戦
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
手
の

一
生
懸
命
な
プ
レ
ー
に
ス
タ
ン
ド
が
沸
き
、
会
場

全
体
が
一
つ
に
な
る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
王
国
福
井
、
そ
し
て
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま

ち
「
越
前
町
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
競
技
を
終
え
た
選
手
た
ち
に
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
握
手
や
サ
イ
ン
を
求
め
る

姿
を
み
て
、
こ
の
盛
り
上
が
り
を
継
続
し
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。 編

集
後
記

気
比
庄 

青
山　

子
さ
ん
（
78
歳
）

金　

谷 

吉
田　

澄
子
さ
ん
（
92
歳
）

牛　

越 

鷲
田
マ
サ
ヱ
さ
ん
（
96
歳
）

小
曽
原 

古
川　

良
子
さ
ん
（
87
歳
）

小
曽
原 

古
川　
　

清
さ
ん
（
86
歳
）

陶
の
谷 

山
田　

孝
光
さ
ん
（
95
歳
）

玉　

川 

橋
本
壽
美
子
さ
ん
（
83
歳
）

　

宿 

川
瀬　

禮
子
さ
ん
（
83
歳
）

新　

保 

藤
井　

揚
子
さ
ん
（
78
歳
）

　

厨 

荒
木
富
美
子
さ
ん
（
84
歳
）

　

厨 

上
田
千
栄
雄
さ
ん
（
85
歳
）

高　

佐 

荒
矢　

静
子
さ
ん
（
78
歳
）

米　

ノ 

中
村　

眞
澄
さ
ん
（
64
歳
）

市　

場 

谷
口　

正
輝
さ
ん
（
99
歳
）

三　

崎 

佐
々
木
ス
サ
イ
さ
ん
（
93
歳
）

萩　

野 

吉
川　

秀
行
さ
ん
（
68
歳
）

（写真1）



福井県
県教育委員会

大学  短大 社会教育

産業界 小中学校

越前町
町教育委員会

丹生高校

地域NPO

地
域
の
学
校 

丹
生
高
等
学
校

　丹生高校は平成17年から中高一貫教育を開始し、平成26年からは連携校を町内
すべての中学校に拡大しました。現在、越前町の中学生のほぼ半数が丹生高校へ進学
し、今後の地域振興の中核としても期待されています。地域の学校としての丹生高校
の教育活動についてお伝えします。

　高校教育が大きく変わります。2020年には、大学入試制度が
大幅に改革され、成人年齢が18歳に引き下げられ、大学や短大
などの高等教育の無償化も検討されています。このような大き
な変化に備えて、丹生高校は様々な改善に挑戦しています。

ふるさとの活力と発展に貢献
する人材の育成をめざす 福井型中高一貫教育の特色

丹生高校４つの挑戦

地域の、地域による、
地域のための

学校 ● 

大
正
14
年
に
朝
日
村
立
丹
生
実
科
高
等
女
学
校
開
校
。
昭
和
23
年
に
県
立
丹

生
高
等
学
校
開
校
。
同
窓
生
は
約
１
７
０
０
０
人
。

● 

全
日
制
普
通
科
1
学
年
約
１
４
０
人
。
生
徒
の
約
7
割
が
進
学
。

● 

平
成
29
年
度
の
主
な
合
格
大
学
は
、福
井
大
学
、福
井
県
立
大
学
、信
州
大
学
、

兵
庫
県
立
大
学
、
敦
賀
市
立
看
護
大
学
、
明
治
国
際
医
療
大
学
、
山
梨
学
院

大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
立
命
館
大
学
、
京
都
産
業
大
学
な
ど
。
主
な
就
職

先
は
、
福
井
村
田
製
作
所
、
鯖
江
村
田
製
作
所
、
信
越
化
学
工
業
、
シ
ャ
ル

マ
ン
、
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
工
業
、
光
道
園
、
ギ
ャ
レ
ッ
ク
ス
な
ど

　地域のみなさんから多大なるご支
援をいただいておりますことを、心
から感謝申し上げます。
　本校は新しい時代の教育に向
け、様々な分野に挑戦しています。
　地域のみなさんから今まで以上
の信頼をいただき、地域の子ども
たちが安心して学ぶことができる
学校づくりを進めてまいります。
　今後ともご支援、よろしくお願
いいたします。

丹生高等学校
山口 明彦 校長

地域に求められる
学校に

地域に信頼される
学校へ

越前町教育委員会
久保 理惠子 教育長

　越前町では、中高一貫教育
を柱として、地域の学校であ
る丹生高校を応援しています。
　ふるさとを担う人材を育成
する教育方針のもと、今後も
知・徳・体のバランスのとれた
人間性豊かな子どもたちを育
てていただきたいと思います。
　地域に求められる学校づく
りに邁進されることをご期待
申しあげます。

中
高
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト

　
中
学
校
三
年
生
か
ら
連
携
生
徒
の

交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、「
高

一
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
人
間
関

係
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
進
学
を
強

く
希
望
す
る
意
欲
の
高
い
仲
間
と
四

年
間
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
の
能
力
を

グ
ン
グ
ン
伸
ば
せ
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
、
中
高
一
貫
教
育
が

進
学
校
の
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
三
か
ら
の
学
び
の
ス
タ
ー
ト

　
中
学
校
三
年
生
か
ら
中
高
一
貫
教

育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
や
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で

は
、大
学
教
授
に
よ
る
特
別
授
業
や
、

探
究
活
動
を
通
じ
て
、
他
の
中
学
校

の
仲
間
と
仲
良
く
な
れ
ま
す
。

　
中
学
校
三
年
生
の
冬
か
ら
、
高
等

学
校
の
数
学
や
英
語
の
内
容
を
発
展

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
と
結
び
つ
い
た
学
び

　
連
携
生
徒
は
、
中
学
三
年
生
か
ら

始
め
る
探
究
活
動
で
ふ
る
さ
と
に
つ

い
て
深
く
学
び
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
み
な
さ

ん
を
お
招
き
し
た
特
別
授
業
な
ど
で

ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

国
立
・
公
立
大
学
へ
の
高
い

合
格
実
績

　
中
高
一
貫
連
携
ク
ラ
ス
の
生
徒
の

多
く
が
国
公
立
大
学
へ
の
進
学
を
志

望
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
三
年
生
か

ら
の
四
年
間
の
計
画
的
な
指
導
と
、

手
厚
い
個
別
指
導
に
よ
り
、
連
携
ク

ラ
ス
の
大
学
進
学
者
の
約
半
数
が
国

公
立
大
学
に
合
格
し
て
お
り
、
高
い

合
格
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
に
８
割
が
地
元

で
就
職

　
今
年
で
25
歳
に
な
っ
た
中
高
一
貫

連
携
ク
ラ
ス
の
第
一
期
生
を
追
跡
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
8
割
以
上
が
地
元

に
就
職
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
福
井
大
学
や
県
立
高
校
の
教
職
員
、

警
察
官
や
薬
剤
師
、
地
方
公
務
員
や

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
、
ふ
る
さ
と
を

担
う
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▲ウインタースクールの様子。大学教授の
特別授業で、iPad を使って学び合う中学
3年生。

新しい時代に求められる学びの改革
暗記型の学びから脱して、新しい時代に求められる学力が身につく授業改善に取
り組んでいます。パソコンなどの情報機器を活用したり、対話を重視する授業研
究が行われています。

探究での問題解決力の育成
生徒自身が課題を設定し、調査や実験を通して問題解決する探究活動を4年前か
ら取り組んでいます。2020年からの大学入試改革にも完全対応しています。

タブレット型パソコンやプロジェクターを活用した授業

探究での研究成果をプレゼンする高校2年生

新しい時代の部活動への転換
生徒が主体的・自主的に運営する部活動や、計画的な休養や科学的な練習方法を
取り入れるなど、新しい時代に合った部活動に向けた改善に挑戦しています。

ふるさとから世界に発信する力の育成
アメリカ、カナダ、オーストラリアなどに毎年留学生を派遣しています。外国か
らの訪問団との国際交流等を通じて身につけた実践的な英語力を生かし、英語検
定などにも挑戦しています。

全国的に地域振興の核
として高等教育が注目
されています
　全国各地で、地域振興のために
高等学校の果たす役割が大きいと
考えられるようになり、高校と地域
の連携が注目されています。高校と自治体、
地元企業、大学、地域ＮＰＯなどが連携し、
高校生が地域の課題解決などを通じた探究的な学びや
ふるさと教育を行うことで、地域の活力の向上、定住化の促進、新しい産業の発展などが期待されています。
　中高一貫教育を核として、丹生高校と地域が連携して取り組む新しい教育の推進に、地域社会一丸と
なって協力し、応援していきましょう。

●授業公開を行います
11月13日（火）から16日（金）までは、授業公開および研
究授業週間です。詳細は、丹生高校のホームページをご
覧ください。

●中高一貫説明会を実施します
越前町内の中学校で、中学2年生の保護者対象の説明会を
実施します。詳細は、各中学校にお問い合わせください。

● 同窓会総会を開催します
11月17日（土）に本年度の同窓会総会を、宮崎地区のコミュ
ニティセンターで開催します。詳細は、同窓会の会報また
はホームページをご確認ください。

●ホームページが新しく　
　なりました

スマートフォンに完全対応した画面
構成で、生徒の活躍する様子、学ぶ
様子をリアルタイムで発信していま
す。ぜひご家族でご覧ください。

丹生高等学校からの
お知らせ

生徒の対話や主体性を重視した野球部の練習

アメリカへの短期留学ホストファミリーとのひととき

▲サマースクールの様子。4つの中学校から
集まった連携生徒と、卒業生の先輩との
交流。

▲「小さな親切」運動に参加している地域の先輩と語る
高校1年生。テーマは「越前町、こうなったら面白
い！」

▲中高一貫連携クラス卒業生（H23～
H28）のうち、大学進学者に占める
国公立大学者の比率

学校基本情報

国立大学
公立大学

私立大学 45.6％

問合せ先　丹生高等学校		☎34–0027

広報 えちぜん 22平成30年11月号広報 えちぜん23 平成30年11月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
特  集



地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 土壁づくりを体験してきました！act.6

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

「食べる力は生きる力！」～身体と脳を育て、一生の嗜好や愛情の土台となる～

広報 えちぜん 24平成30年11月号

　乳児は1歳半ころまでに離乳
食が完了し、母乳やミルクに頼
らず食事から栄養をとれるよう
になっていきます。でも、まだ
まだ消化機能が未発達の乳児の
身体に幼児食では負担がかかっ
てしまいますね。たいら保育園

では、離乳食を終えて幼児食へ移行していく間の1歳児
の食事として、離乳食と幼児食の間の「移行食」を提供
しています。アレルギーを誘発しやすい3大アレルゲン
や揚げ物は避けて献立を組みます。野菜をたっぷり使用
し、食材は手で掴みやすいよう大きめに切り、味付けは
幼児食よりも更に薄味で調理をして提供しています。

発
行

／
越

前
町

役
場

　
  編

集
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総
務
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916
–0192　
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井
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丹

生
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越
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町
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田
中
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−

5
−

1
TEL 0778

–34
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FA
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 0778

–34
–1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

広
報
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ち
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成
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11月

1
日

発
行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

たいら保育園
～食育編～

No.19すくすく通信すくすく通信

　こんにちは。地域おこし協力隊の大谷です。小曽原区にある布雑貨のお店「design labo chica」さんが
土壁づくりのワークショップを行っているとのことで、参加してきました。オーナーの辻麻美さんは、「陶芸
や農業といった土の文化が根付いている越前町だからこそ、土壁の建物にして意識的に目に触れるようにす
ることで、土の魅力を再認識してほしい」とのこと。町が持つ資源を上手くアピールできる、非常に面白い
考えだと僕自身も共感。イベントには大阪からも参加があり、土には人の心を動かす力があることを実感し
ました。また、みんなで一緒に作業をしたため、イベント後にはみんな仲良し。とてもいい体験ができまし
た。土の魅力を実感したため、今後は僕自身も土の町・越前町として土を活かした企画をしていければと思
いました。

離乳食の一例

幼児食の一例

移行食の一例

最初は土台となる竹を編む作業。

講師の左官技能士、山本直広さん

に職人ならではの技を教えてもら

いながら楽しく作業しました！

竹編みの次は塗るための土練り
作業。越前産の土に藁を加え、
灰を加え、足で踏み踏み頑張り
ました！

最後は練った土を編んだ竹の土台に塗る作業。小さいお子さんも作業に加わり、みんなで笑いあいながらの作業は良い思い出になりました！

　味覚の基本を育てる乳幼児期。たいら保育園では
素材の味を活かし、たくさんの野菜を薄味で仕上げ、
個々の発達に合わせて固さや素材の切り方を変えて
離乳食を提供しています。

おやつの一例

　おやつも手作り。
お菓子ではなく軽食
を提供しています。

　和食中心の自然食を
提供しています。加工
品や添加物の多いもの
は避け、体に優しい薄
味を心がけています。


